関調協会報　　　　　平成１５年１１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創刊号

	倫理綱領

１．会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。

２．会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。

３．会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。

４．会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。

５．会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。

６．会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。

７．会員は、相互に協調し、連帯感ある活動を通じて業界の発展に努めること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


関西調査業協会設立総会

　平成１５年９月１８日、大阪市北区に所在するホテルモントレ大阪に置いて関西調査業協会の設立総会が

出席会員数３６社（委任状含む）

来賓、全国調査業協会会長　脇山良之／全国調査業共同組合理事長　大原健治／東京都総合調査業協会会長　田原弘　氏

をお迎えし、盛大に開催されました。

折りしも探偵会社のＦＣシステムに騙された消費者に焦点をあてたニュース番組の記者が当協会の設立を知るところとなり、当日毎日放送のテレビカメラが回る中での総会となりました。翌週２２日（月）の夕方６時１５分からのニュース番組「ボイス」で当協会の設立趣旨と総会風景が報道され、思わぬＰＲ効果となり、関係方面から注目される事となりました。

総会にて選任された協会新役員メンバー

会長　　松谷　廣信　　㈱企業サービス代表取締役

副会長　東田　俊康　　㈱ピ・アイ・オ代表取締役

副会長　増田　勇治　　㈱アイ・アイ・サービス大阪本社代表取締役

専務理事竜田　充子　　㈱初恋の人探します社代表取締役

常務理事大久保　勲　　㈱ジンダイ大坂本社代表取締役

理事　　井上　慎哉　　綜合調査事務所代表

理事　　大西　哲夫　　㈱東経総合興信所神戸本社代表取締役

理事　　木戸口　正　　㈱ニッタン代表取締役

理事　　瀬戸ヨシエ　　相沢京子調査室代表

理事　　森川　英樹　　あすかリサーチ代表

理事　　脇山　良之　　㈱アイ・アイ・サービス統括本部会長

監事　　樋渡　　晃　　㈱トクチョー大坂支社支社長

事務局長　伊藤　寿彦

以上理事11名、監事１名の役員が決まりました。任期は平成１７年３月までとなっております。

当業界特有の難しさもあり、どれだけの事が出来るか判りませんが役員一同「少しでも業界が良くなれば・・」との強い思いを持っておりますので、ご支援の程宜しくお願い致します。

総会当日の松谷新会長挨拶

只今理事の互選により会長に指名されました松谷です。五十半ばにはなりますが未だまだこの業界では若輩者です。皆様のお力添え無くしては到底会長の大役は務まりません。呉々もご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。
先程発起人代表の挨拶でも述べましたが、今のこの関西の危機的状況を何とか打開し、少しでも良い方向に向けれたら・・と願っております。
人権意識の高揚や差別解消に取り組むことは勿論ですが、衣食たって礼節を知るの言葉通り、真面目にこの業に取り組む業者が生きて行ける業界にしなければなりません。その為には依頼者、所謂消費者の調査業に対する信頼を勝ち取らなければ決してこの業界は良くなりません。悪徳業者、依頼者を食い物にするような業者を排除しない限り、消費者の信用を得ることは難しい。また、Ⅱ部会にとっても、今の労働行政に対し積極的に物を云って行かなければならないことも山ほど有ります。
何れにしても、調査業の社会的地位の向上無くして業界の発展は望むべくもありません。その為には、業者が自ら襟を正し、自浄作用を働かせると同時に、信用失墜の元凶である悪徳業者をなくすべく、心有る業者が集まって努力する以外にないと思っております。
「数は力なり」と申しますが数だけが力ではない。未だ、この関西調査業協会は４０社そこそこで、数的には満足できるものではありませんが会員の質や調査の中身では他協会と比ぶべきもない優良企業が集まっていると自負しております。大調協の協会運営の反省に立ち、社員会員や幽霊会員、業者でない業者などは完全に排除し、真に依頼者の身となって真面目に調査に取組む真摯な業者の団体でありたいと願っております。その為には入会審査も自然厳しくなると思いますが、やがて其れが好結果をもたらすものと確信しております。

この業界の協会活動の難しさはイヤという程知らされておりますが、この協会活動に命を懸けられた今は亡き有本会長を思う時、投げ出すわけには行きません。微力ではございますが業界浄化と社会的地位の向上を目指し頑張る所存で御座いますので、今までに倍しまして皆様方のお力添えを賜わりますよう宜しくお願い申し上げます。

理事会通信　　　　　　平成１５年１１月２６日　第１号
・今回から会員の皆様に協会活動の状況につき、この理事会通信という紙上でご報告することに致します。今後とも宜しくお願い致します。

　創刊第１号は平成１５年９月２４日と同年１１月１１日開催の理事会について掲載しました。

平成１５年９月２４日（水）開催の理事会

・協会運営に必要な「会費と入会手続規程」「入会審査基準」「役員選任規程」の各規程の議案を審議し、原案に若干の加筆修整をして各案を承認可決しました。

　・当協会より先行して「関西調査業協会」の商標を出願した人がいるとされる件につき、その事実が明らかにされた時点(１２月中旬以降)で対抗措置をとることにし、当面の協会運営は既定どおり関西調査業協会名で行うことを理事会は合意。

　・各委員会の設置と委員長の人選の件

　イ．「総務委員会」「組織委員会」「調査委員会」「広報委員会」「研修委員会」

　　　　の５委員会の設置を原案どおり承認。追加事項として、「親睦委員会」を設置すること。なお、各委員長の人選については松谷会長に一任。

　　ロ．苦情処理については当面は関調協会員関係のみを処理し、会員以外の苦情についてはその都度の対応とする。なお、苦情処理についてはルール化が必要という認識で一致。

　　ハ．関調協会員には理事会便り的なものをその都度発信して、会員とのコミュニケーションを図る。（広報委員会が担当）

　・役員の名刺が出来次第、関係機関への挨拶まわりを実施する。

平成１５年１１月１１日開催の理事会

　・議案審議

　　・平成１５年度活動方針　、　専門委員の選任　　、　委員会の活動

　　会長は上記の３議案は相互に関連するので一括審議する旨を述べたうえ、以下の委員長および副委員長を指名し、一同はこれを了承した。

　　　総務委員長　松谷廣信　　　　　副委員長　竜田充子

　　　組織委員長　増田勇治　　　　　　 〃　　 瀬戸ヨシヱ

　　　広報委員長　井上慎哉　　　　　 　〃　　 竜田充子

　　　研修委員長　脇山良之　　　　　　 〃　　 大久保勲

　　　業務適正化委員長　木戸口正　　　 〃　　 大久保勲

　　　親睦委員長　東田俊康　　　　　　 〃　　 井上慎哉

　　なお、理事の全員が複数の委員を兼務し委員会を構成することとし、今期の各委員会の下記方針が示された。

　　総務委員会(松谷委員長)

　　＊　今期末(３月)までの間、担当事項に懸案はない。

　　＊　当協会は独立した協会であるが全調協の単位協会としての役割も担っている。

· 理事会は原則として月１回第２水曜日午後４時から開催する。

　　組織委員会(増田委員長)

　　＊　関調協ホームページのコンテンツ作成を竜田理事に依頼することを了承。

　　＊　関調協未加入の有力業者２社に対し入会の意思を打診する。

　　＊　名称問題解消後、三役が消費者センターへの挨拶回りをする。

· 苦情は適切に対応し理事会に報告する。苦情窓口をＨ・ページ運用面でも検討。

　　広報委員会(井上委員長)　名称問題の解消が課題となるが……

　　＊　理事会通信的な協会内部への広報も必要だが、外部に対しての広報も積極的に考える。

· コストを考えると全調協の会報に関調協の頁を貰うこと。年１回くらいは独自に会報の発行を考える。

　　研修委員会(脇山委員長)

　　＊　年１回は全調協と協同開催、もう１回は独自開催を検討する。

· 適切な講師を招聘する。

　　業務適正化委員会(木戸口委員長)

　　＊　適正化を推進する業者があれば持ち上げてもらう。

· 今後、業界に対する法規制の動きなどの情報を収集し対応する。

　　親睦委員会(東田委員長)

　　＊　１２月１０日開催の理事会終了後、１８時３０分大東洋で忘年会を開催する。

· 大久保理事に予算折衝と予約を依頼。

　以上の各委員会の方針につき理事会はこれを了承した。

★　以上が理事会の概要です。会員の皆さんの事務所移転などの近況・消息、その他のニュースなどがあれば協会事務局までお知らせ下さい。本紙で会員情報としてお伝えします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西調査業協会　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員長　井上慎哉
事務局便り

· 先般半期分の会費請求をさせて頂きましたが未納の方は早めにお振込み頂けますようお願いします。

· 親睦委員会より忘年会の案内（12月10日、ＰＭ６時３０分～大東洋で）をしております。多数のご参加をお待ち致します。

· 協会に対するご意見を幅広くお受けいたしたく思いますのでよろしくお願いいたします。

会員コーナー

今後このコーナーで会員の紹介やご意見などを掲載したく思います。どんな事でも結構ですので積極的なご投稿をお願い致します。尚、出来るだけ投稿原稿はメールでお願いしたく思います。

但し、未だ関調協ではメールアドレスを持っておりませんので当分の間は「hm@ks110.com」宛でお願い致します。
